
解 答
宗 問１ ウ

問２ 酸素

問３ むらさき

問４ 光合成

問５ でんぷん

問６ 赤むらさき

問７ 呼吸

就 Ａ 問１ ① イ ② ウ ③ ア ④ キ 問２ ア・エ

Ｂ 問１ ア 問２ ① イ ② ウ ③ カ ④ エ

州 問１ 水溶液ではないもの ウ 理由 でんぷんは水に溶けず，にごるから。

問２ ア，エ

問３ ８

問４ 水を12.5ｇ加える。

問５ 記号 エ 理由 30℃のとき，どちらも７ｇ以上溶けるから。

問６ 25

問７ 20

修 問１ Ａ ８ Ｂ ４ 問２ ２ 問３ 2.5 問４ 1.5 問５ ７ 問６ ５

愁 ① イ ② サ ③ セ ④ タ ⑤ ウ ⑥ ク

解 説
宗 問１～５ 二酸化炭素が水に溶けると酸性を示します。オオカナダモに光を当てると，二酸化炭素を吸収して酸素

と

を放出する光合成を行います。このとき，試験管の中の液体に溶けた二酸化炭素が使われるため，液性は中性に

近づきます。光合成では，酸素のほかにでんぷんがつくられます。

問６・７ オオカナダモに光が当たらないとき，オオカナダモは酸素を吸収して二酸化炭素を放出する呼吸だけを

行います。呼吸は１日中行われていますが，光が当たる日中は，ふつう，呼吸で放出する二酸化炭素より光合成

で吸収する二酸化炭素の量の方が大きくなります。

100州 問４ 30℃の水100ｇに溶かすことのできるミョウバンの重さは16ｇ（８× ）です。18ｇのミョウバンを溶かす
50

ためには，水が112.5ｇ（100× ）必要です。水をあたためることでも溶かすことができます。
18
16

問６・７ 加えた食塩の重さは25ｇ（185－(60＋100)）です。食塩水の重さは，水の重さと溶けた食塩の重さの合

計となります。この食塩水の濃度は20％（25÷(100＋25)）となります。
のう ど

修 問１～６ それぞれのばねには下図のように力がかかります。

法政大学第二中学校（理科）平成２９年度 解答と解説

Ａ

Ｂ

40g

80g

15g15g
25g

Ｄ

25g

20g

Ｃ

20g

70g

50g

50g

50g


